
和
文
化
教
育
の
動
向
と
特
色

－
　
東
広
島
市
、
島
田
市
、
東
京
都
の
先
進
的
取
り
組
み
を
手
が
か
り
に

中
　
村

哲

一
　
は
じ
め
に

和
文
化
教
育
を
提
唱
し
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
「
学
校
教
育
に
和
文
化
の
風
を
」
と
い
う
活
動
フ
レ
ー
ズ
で
学
校
に
お
け
る
和
文

化
教
育
の
理
論
的
・
実
践
的
研
究
を
開
始
し
た
動
機
は
、
兵
庫
教
育
大
学
の
専
門
大
学
院
構
想
に
関
連
す
る
。
平
成
十
三
年
四
月
に

兵
庫
教
育
大
学
学
長
補
佐
体
制
の
一
環
と
し
て
、
学
長
か
ら
専
門
大
学
院
の
調
査
検
討
に
関
す
る
業
務
を
委
嘱
さ
れ
、
平
成
十
四
年

三
月
ま
で
の
一
年
間
に
わ
た
っ
て
学
内
協
力
者
と
学
外
協
力
者
の
方
々
と
論
議
し
た
。
そ
の
論
議
を
踏
ま
え
て
、
平
成
十
四
年
三
月

に
「
兵
庫
教
育
大
学
専
門
大
学
院
構
想
に
関
す
る
報
告
書
」
と
し
て
『
文
化
創
造
指
導
者
の
養
成
を
目
的
と
す
る
大
学
院
構
想
案
』

を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
内
容
は
、
「
日
本
の
文
化
的
意
味
に
根
ざ
し
た
豊
か
な
人
格
形
成
と
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
文
化
の
創

造
を
図
る
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る
教
師
教
育
」
を
目
的
と
し
て
、
大
学
院
修
士
課
程
に
お
け
る
研
究
科
の
講
座
編
成
と
授
業
科
目

を
構
想
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
師
の
専
門
的
能
力
と
し
て
和
文
化
に
お
け
る
特
定
領
域
の
技
能
と
技
術
の
獲
得
が
図
ら
れ
る
提
案

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
提
案
は
、
平
成
二
〇
年
四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
修
士
課
程
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
具
体
化
さ

れ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
自
覚
を
養
う
と
と
も
に
、
多
様
な
文
化
を
尊
重
で
き
る
態
度
や
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資
質
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
」
た
め
に
、
次
の
授
業
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
共
通
科
目
と
し
て
　
「
日
本
文
化
論
」
「
日
本
文

化
教
育
論
」
。
専
門
科
目
と
し
て
「
日
本
文
化
言
語
教
材
の
指
導
研
究
」
「
日
本
文
化
身
体
教
材
の
指
導
研
究
」
「
日
本
文
化
芸
術
教

材
の
指
導
研
究
」
「
日
本
文
化
生
活
教
材
の
指
導
研
究
」
「
日
本
文
化
地
域
教
材
の
指
導
研
究
」
「
日
本
文
化
教
育
の
教
材
開
発
演
習
」
。

こ
れ
ら
の
授
業
科
目
か
ら
所
定
の
十
単
位
以
上
を
修
得
し
、
研
究
レ
ポ
ー
ト
等
の
審
査
に
合
格
し
た
者
に
は
、
「
日
本
文
化
理
解
教

育
実
践
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
　
（
本
学
独
自
の
資
格
）
を
授
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
学
の
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に

関
連
す
る
と
共
に
、
和
文
化
教
育
の
発
展
を
意
図
し
て
平
成
十
七
年
四
月
に
「
和
文
化
教
育
研
究
交
流
協
会
」
（
会
長
　
山
折
哲
雄
）

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
協
会
で
は
、
「
わ
が
国
の
生
活
文
化
、
地
域
文
化
、
伝
統
文
化
な
ど
を
含
む
和
文
化
の
振
興
を
図
り
、
文
化

創
造
と
し
て
の
和
文
化
教
育
の
普
及
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
和
文
化
自
体
の
す
ば
ら
し
さ

に
触
れ
る
こ
と
」
「
和
文
化
教
育
の
実
践
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
す
ば
ら
し
い
成
長
の
事
実
に
直
面
す
る
こ
と
」
「
和
文
化
の
継
承
と

発
展
を
支
え
る
技
術
・
技
能
を
獲
得
で
き
る
こ
と
」
「
和
文
化
教
育
に
関
連
す
る
研
究
交
流
が
で
き
る
こ
と
」
を
基
本
方
針
と
し
て

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
と
「
和
文
化
教
育
研
究
交
流
協
会
」
　
の
研
究
組
織
創
設
の
動
向
と
呼
応
す
る
よ
う
に
わ
が
国
の
学
校

教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
改
革
が
な
さ
れ
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
随
時
実
施
さ
れ
る
小
中
高
の
教
育
課
程
に
お
い
て
「
伝
統
と
文

化
」
　
の
取
り
扱
い
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
先
だ
っ
て
、
東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
平
成

十
七
年
度
か
ら
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
推
進
事
業
」
を
始
め
、
推
進
校
と
し
て
幼
稚
園
（
一
園
）
、
小
学
校
（
二
九
校
）
、

中
学
校
（
一
六
校
）
、
高
校
（
十
校
）
、
養
護
学
校
と
聾
学
校
（
四
校
）
を
指
定
し
、
教
育
研
究
を
進
展
さ
せ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、

都
立
学
校
に
お
け
る
学
校
設
定
教
科
・
科
目
と
し
て
　
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
」
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の

「
我
が
国
の
伝
統
文
化
を
尊
重
す
る
教
育
に
関
す
る
実
践
モ
デ
ル
事
業
」
も
平
成
十
七
年
度
か
ら
全
国
の
小
中
高
の
研
究
推
進
校
に
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お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
年
四
月
か
ら
は
高
校
設
定
科
目
と
し
て
兵
庫
県
の
　
「
日
本
の
文
化
」
が
実
践
さ
れ
、

平
成
二
〇
年
四
月
か
ら
は
埼
玉
県
の
高
校
設
定
科
目
「
伝
統
・
文
化
」
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
向
に
お
い
て
、
東
広
島
市
、
島
田
市
、
東
京
都
に
お
け
る
伝
統
・
文
化
教
育
と
も
関
連
す
る
和
文
化
教
育
は
先
進

的
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
小
論
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
の
動
向
と
特
色
を
考
察
し
、
和
文
化
教
育
の
進
展
を
図
る

た
め
の
課
題
を
指
摘
し
た
い
。

二
　
　
東
広
島
市
の
和
文
化
教
育
の
動
向
と
特
色

『
「
和
文
化
の
風
」
を
学
校
に
－
心
技
体
の
場
づ
く
り
』
を
刊
行
し
た
平
成
十
五
年
末
に
広
島
県
の
東
広
島
市
立
向
陽
中
、
前
原

敏
雄
校
長
（
現
、
志
和
申
校
長
）
　
か
ら
突
然
の
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
「
本
屋
で
先
生
の
本
を
立
ち
読
み
し
て
、
こ
れ
ま
で
念
願
し

て
い
た
教
育
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
現
任
校
で
和
文
化
教
育
を
し
た
い
の
で
、
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼
が
あ
り
、
和
文
化
教

育
の
取
り
組
み
が
向
陽
中
に
お
い
て
始
ま
っ
た
。
剣
道
・
居
合
道
・
杖
道
の
師
範
で
あ
る
前
原
先
生
は
、
武
道
の
稽
古
に
も
通
じ
る

選
択
音
楽
の
撃
・
尺
八
の
授
業
に
お
い
て
生
徒
た
ち
の
背
筋
が
通
っ
た
姿
勢
と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
に
感
心
し
た
。
「
心
と
体
の
準
備

が
で
き
て
い
な
い
と
、
音
が
出
な
い
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
て
、
心
と
体
を
ひ
と
つ
に
し
て
物
事
に
専
念
す
る
と
こ
ろ
に
、
学
ぶ
意

欲
と
人
間
成
長
の
原
点
が
あ
る
と
の
信
念
で
平
成
十
六
年
度
か
ら
和
文
化
学
習
の
五
コ
ー
ス
　
「
能
（
国
語
）
、
撃
・
尺
八
（
音
楽
）
、

水
墨
画
（
美
術
）
、
杖
道
（
体
育
）
、
茶
道
（
家
庭
）
」
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
始
ま
り
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯
が
次
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

《
平
成
十
五
年
度
》
東
広
島
市
立
向
陽
中
学
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
選
択
音
楽
で
和
楽
器
（
挙
・
尺
八
）
活
用
、
校
内
授
業

研
究
研
修
、
生
徒
の
学
習
へ
の
関
心
や
意
欲
の
高
ま
り
を
認
め
る
。
学
習
意
欲
と
学
力
の
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
予
測
し
研
究
を
進
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め
る
。

《
平
成
十
六
年
度
》
選
択
国
語
・
社
会
・
音
楽
・
美
術
・
体
育
・
技
術
家
庭
科
で
コ
ー
ス
別
和
文
化
学
習
を
実
施
。
（
能
・
茶
道
・
撃
・
尺
八
・

水
墨
画
・
杖
道
・
竹
細
工
）
一
部
は
総
合
的
学
習
の
時
間
に
実
施
。

《
平
成
十
七
年
度
》
選
択
国
語
・
音
楽
・
美
術
・
体
育
・
技
術
家
庭
科
で
コ
ー
ス
別
和
文
化
学
習
を
継
続
。
（
絵
手
紙
・
撃
・
尺
八
・
水
墨
画
・

杖
道
・
竹
細
工
・
茶
道
）

《
平
成
十
八
年
度
》
平
成
十
七
年
度
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
継
続
し
、
学
校
公
開
及
び
地
域
の
小
学
校
生
徒
と
交
流
学
習
を
行
う
。

「
我
が
国
の
伝
統
文
化
を
尊
重
す
る
教
育
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
」
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
）
　
二
年
間
の
指
定
　
和
文
化
教
育
第
4

回
全
国
大
会
東
広
島
市
開
催
を
決
定
。

《
平
成
十
九
年
度
》
　
東
広
島
市
立
志
和
中
学
校
に
お
け
る
和
文
化
教
育
を
切
り
口
と
し
た
学
校
づ
く
り
。
和
文
化
教
育
第
4
回
全

国
大
会
東
広
島
大
会
開
催
実
行
委
員
会
設
立
。
市
内
二
幼
稚
園
、
三
七
小
学
校
、
十
三
中
学
校
が
　
「
一
校
一
和
文
化
学
習
」
　
に
取
り

組
む
。
（
平
成
十
九
・
二
〇
年
度
東
広
島
市
伝
統
文
化
伝
承
事
業
推
進
指
定
）

《
平
成
二
〇
年
度
》
　
「
一
校
一
和
文
化
学
習
」
　
の
継
続
発
展
。
和
文
化
教
育
第
4
回
全
国
大
会
東
広
島
大
会
開
催
五
二
〇
〇
名
参
加

《
平
成
二
一
年
度
》
　
「
一
校
一
和
文
化
学
習
」
　
の
継
続
発
展
。
和
文
化
教
育
第
5
回
全
国
大
会
島
田
市
大
会
に
提
案
。
保
健
体
育
武

道
必
修
化
に
向
け
て
杖
道
の
教
材
化
を
進
め
る
。
（
東
広
島
市
武
道
推
進
校
指
定
）
各
教
科
に
お
け
る
和
文
化
学
習
の
工
夫
（
心
・
技
・

体
一
致
の
学
び
）
　
杖
道
指
導
者
養
成
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
お
い
て
東
広
島
で
の
和
文
化
教
育
が
、
点
と
し
て
の
学
校
で
の
取
り
組
み
が
面
と
し
て
地
域
全
体
と
し
て
の

取
り
組
み
に
発
展
し
て
来
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
平
成
二
〇
年
度
に
開
催
さ
れ
た
和
文
化
教
育
全
国
大
会
を
き
っ
か
け
に

東
広
島
市
で
は
す
べ
て
の
幼
稚
園
と
小
・
中
学
校
の
五
二
校
園
が
一
校
一
和
文
化
学
習
に
取
り
組
み
、
地
域
全
体
と
し
て
和
文
化
教
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青
が
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
各
校
園
の
和
文
化
教
育
で
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
。
「
わ
く

わ
く
・
ど
き
ど
き
。
に
こ
に
こ
の
む
か
し
遊
び
」
　
（
八
本
松
中
央
幼
稚
園
）
、
「
伝
統
産
業
『
酒
造
り
』
を
表
現
す
る
～
オ
ペ
ラ
『
白

壁
の
街
』
～
」
　
（
西
条
小
学
校
）
、
「
身
近
な
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
発
見
！
」
　
（
東
西
条
小
学
校
）
、
「
地
域
伝
説
の
掘
り
起
こ
し
ー
お
ど
り

『
雷
神
』
『
大
蛇
』
－
」
（
磯
松
中
学
校
）
、
「
短
歌
と
親
し
む
～
色
紙
作
り
を
通
し
て
～
」
（
高
屋
中
学
校
）
。

こ
れ
ら
の
教
育
活
動
は
、
生
活
文
化
（
年
中
行
事
、
伝
承
遊
び
、
食
生
活
、
住
ま
い
な
ど
）
、
地
域
文
化
（
焼
き
物
、
伝
説
、
歌

舞
伎
な
ど
）
、
伝
統
文
化
（
武
道
、
芸
道
、
俳
句
・
和
歌
・
短
歌
な
ど
）
、
現
代
文
化
（
オ
ペ
ラ
、
組
曲
、
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
異

文
化
交
流
な
ど
）
　
の
四
領
域
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
、
各
学
校
の
和
文
化
学
習
が
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
と
し
て
の

教
育
目
標
で
あ
る
「
東
広
島
市
の
地
域
・
文
化
を
知
り
、
誇
り
を
も
ち
、
語
れ
る
子
ど
も
」
　
の
育
成
を
担
う
教
育
活
動
の
中
心
柱
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
東
広
島
市
の
和
文
化
教
育
は
、
次
の
特
色
を
指
摘
で
き
る
。
①
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
文
化
に
関
す
る
教
育
は
、
モ
デ

ル
校
を
中
心
に
各
学
校
で
の
点
と
し
て
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
東
広
島
市
で
の
取
り
組
み
は
、
市
内
の
す
べ
て
の
幼
稚
園
と
小
・

中
学
校
の
五
二
校
園
が
一
校
一
和
文
化
学
習
に
取
り
組
み
、
地
域
全
体
の
面
と
し
て
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
②
和
文
化

教
育
を
実
施
し
て
い
る
小
学
校
と
中
学
校
と
の
交
流
、
ま
た
中
学
校
同
志
の
交
流
も
な
さ
れ
、
学
校
間
の
連
携
が
図
ら
れ
た
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
③
和
文
化
学
習
の
領
域
と
し
て
、
生
活
文
化
、
地
域
文
化
、
伝
統
文
化
、
現
代
文
化
の
4
領
域
を
設
定

し
、
地
域
全
体
の
文
化
領
域
と
の
関
連
で
各
学
校
の
和
文
化
学
習
が
特
色
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
④
市
と
し
て
の
教
育
目
標
で
あ

る
「
東
広
島
市
の
地
域
・
文
化
を
知
り
、
誇
り
を
も
ち
、
語
れ
る
子
ど
も
」
　
の
育
成
を
担
う
教
育
活
動
の
中
心
柱
と
し
て
和
文
化
教

育
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
。
⑤
西
条
中
学
校
が
酒
づ
く
り
の
活
動
に
基
づ
い
て
組
曲
「
西
條
」
と
い
う
新
総
合
芸
術
に
取
り
組
ん

で
い
る
よ
う
に
地
域
文
化
を
伝
承
す
る
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
文
化
を
活
用
し
て
新
た
な
文
化
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
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三
　
島
田
市
に
お
け
る
和
文
化
教
育
の
動
向
と
特
色

島
田
市
に
お
い
て
和
文
化
教
育
が
関
心
を
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
成
二
〇

年
度
の
東
広
島
市
に
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
和
文
化
教
育
全
国
大
会
を
受
け
て
、
平
成
二
一
年
十
月
三
〇
日
と
三
一
日
に
第
五
回
和

文
化
教
育
全
国
大
会
が
島
田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
地
域
の
教
育
活
動
と
し
て
広
ま
っ
た
。
島
田
市
に
は
小
学
校
一
七
校

と
中
学
校
八
校
の
合
計
二
五
校
が
あ
る
。
島
田
市
の
教
育
に
お
い
て
は
、
「
豊
か
な
心
の
育
成
」
を
柱
と
し
て
い
る
。
そ
の
教
育
の

方
法
と
し
て
「
和
文
化
教
育
」
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
地
域
や
わ
が
国
に
お
け
る
文
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に

お
い
て
育
ま
れ
、
多
く
の
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
力
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
さ
ら

に
、
市
内
で
は
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
芸
能
文
化
（
鹿
島
桶
や
大
奴
、
大
名
行
列
、
笹
間
神
楽
、
茶
娘
踊
り
な
ど
）
、
食
文
化

（
梅
や
お
茶
の
栽
培
な
ど
）
、
工
芸
文
化
（
焼
き
物
、
木
工
な
ど
）
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
に
対
す
る
考
え
方
と
豊
か
な
地
域
文
化
の
環
境
を
基
盤
に
、
「
地
域
や
日
本
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
の
文
化
的
価

値
を
理
解
し
、
現
代
の
自
分
達
の
生
活
と
の
結
び
つ
き
、
文
化
の
中
に
あ
る
礼
儀
作
法
や
所
作
振
る
舞
い
の
習
得
、
感
動
を
豊
か
に

表
現
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
「
心
を
育
て
る
」
教
育
と
し
て
「
和
文
化
教
育
」
を
市
内
全
小
中
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
研
究
推
進
の
た
め
に
次
の
六
事
項
が
共
通
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
。
①
す
べ
て
の
教
育
実
践
は
、
島
田
市
の
児
童
生
徒
の
心
を

育
て
る
た
め
の
営
み
で
あ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
②
各
校
で
既
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
実
践
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
教
材
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
む
。
③
総
合
的
な
学
習
や
特
別
活
動
及
び
遺
徳
の
教
材
開
発
、
授
業
実
践
と
と
も
に
教

科
指
導
と
し
て
の
教
材
を
開
発
・
実
践
の
積
み
上
げ
を
図
る
。
④
単
発
的
な
実
践
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
教
科
・
領
域
を
関
連
づ
け

な
が
ら
全
教
育
活
動
に
お
い
て
和
文
化
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
想
し
、
計
画
的
・
継
続
的
な
授
業
実
践
に
取
り
組
む
。
⑤
中
学
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校
区
を
中
心
に
所
作
振
る
舞
い
や
行
動
規
範
な
ど
の
話
し
合
い
、
共
通
認
識
の
も
と
で
小
中
連
携
を
図
り
、
組
織
的
な
指
導
に
心
が

け
る
。
⑥
地
域
の
指
導
者
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
と
の
連
帯
感
を
深
め
る
。
こ
れ
ら
の
六
事
項
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域

に
お
け
る
教
育
目
標
を
意
図
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
想
と
授
業
実
践
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
中
間
の
連
携
と

地
域
と
の
協
力
体
制
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
活
動
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
活
動
を
全
小
中
学
校
に
て
取
り
組
む
の
で
あ
る
が
、
島
田
市
で
は
研
究
活
動
の
中
核
的
役
割
を
担
う
研
究
校
と

し
て
、
島
田
第
三
小
、
島
田
第
四
小
、
島
田
第
二
中
の
三
校
を
指
定
し
、
和
文
化
教
育
の
広
が
り
と
深
ま
り
を
推
進
さ
せ
て
い
る
。

島
田
第
三
小
で
は
、
研
究
主
題
を
「
美
し
い
し
ぐ
さ
　
美
し
い
こ
と
ば
」
と
設
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
　
「
和
文
化

に
親
し
む
、
楽
し
む
、
好
き
に
な
る
」
　
こ
と
を
最
優
先
さ
せ
、
「
美
し
い
し
ぐ
さ
」
を
学
び
、
「
美
し
い
こ
と
ば
」
を
身
に
付
け
、
心

豊
か
な
子
ど
も
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
全
校
の
取
り
組
み
と
し
て
道
徳
教
育
に
和
文
化
の
教
材
と
し
て
　
「
江
戸
し

ぐ
さ
」
を
取
り
上
げ
、
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
　
に
類
似
す
る
　
「
三
小
し
ぐ
さ
」
　
の
考
察
と
そ
の
し
ぐ
さ
の
実
践
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
あ
い
さ
つ
の
基
本
と
し
て
　
「
三
息
の
礼
」
　
（
息
を
吸
い
な
が
ら
頭
を
倒
す
。
頭
を
下
げ
た
と
こ
ろ
で
動
き
を
止
め
て
、
息
を
吐

く
。
息
を
吸
い
な
が
ら
も
と
の
位
置
に
頭
を
あ
げ
る
。
）
　
の
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
教
科
の
指
導
で
は
、
一
学
年
と
二
学
年
で
は

生
活
科
に
お
い
て
　
「
じ
ゃ
が
い
も
が
い
っ
ぱ
い
～
さ
ん
さ
ん
収
穫
祭
　
（
1
）
」
、
「
梅
雨
を
楽
し
も
う
～
昔
の
お
も
ち
ゃ
～
」
、
「
七
夕

ま
つ
り
を
や
ろ
う
」
な
ど
の
単
元
に
お
い
て
季
節
や
行
事
を
意
識
し
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
島
田
の
文
化
と
産
業
を
意
識
し
た

実
践
と
し
て
三
学
年
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
島
田
の
大
祭
り
の
調
査
と
体
験
の
活
動
に
基
づ
く
「
大
祭
り
博
士
に
な

ろ
う
」
　
の
単
元
、
五
学
年
で
は
「
お
茶
が
結
ぶ
も
の
」
　
の
単
元
と
し
て
茶
摘
体
験
、
製
茶
、
飲
茶
、
闘
茶
な
ど
の
お
茶
に
関
連
す
る

活
動
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
の
よ
さ
を
意
識
し
た
実
践
と
し
て
四
学
年
で
は
「
落
語
を
演
じ
て
み
よ
う
～
落
語
を
知
ろ
う
～
」

や
六
学
年
で
は
地
域
の
昔
話
な
ど
を
教
材
と
す
る
「
語
り
部
に
な
ろ
う
」
　
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
単
元
が
設
け
ら
れ
て
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い
る
。
さ
ら
に
、
教
科
の
学
習
指
導
と
し
て
国
語
で
は
「
俳
句
を
作
ろ
う
」
　
（
一
学
年
）
　
と
「
枕
草
子
」
　
（
六
学
年
）
、
社
会
科
で
は

「
室
町
文
化
」
（
六
学
年
）
、
家
庭
科
で
は
「
金
銭
や
物
の
使
い
方
を
考
え
よ
う
」
な
ど
の
単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

島
田
第
四
小
で
は
、
研
究
主
題
を
「
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
～
和
文
化
教
育
を
通
し
て
～
」
と
設
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

豊
か
な
心
と
し
て
次
の
五
事
項
を
目
的
と
し
て
い
る
。
「
・
先
人
の
残
し
た
文
化
や
知
恵
、
そ
の
心
か
ら
学
び
、
自
分
の
生
活
に
生

か
そ
う
と
す
る
。
・
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
患
い
や
り
の
あ
る
行
動
が
と
れ
る
。
・
友
達
を
大
切
に
し
、
自
分
も
大
切
に
で
き

る
。
・
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
。
・
感
動
し
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
や
行
動
で
表
現
で
き
る
。
」
　
こ
れ
ら

の
目
的
に
示
さ
れ
て
い
る
自
己
と
他
者
と
の
関
係
を
深
め
る
心
の
豊
か
さ
を
形
成
す
る
た
め
に
、
第
四
小
で
は
研
究
組
織
を
「
学
び

づ
く
り
」
「
心
づ
く
り
」
「
仲
間
づ
く
り
」
　
の
三
つ
に
よ
っ
て
編
成
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
「
学
び
づ
く
り
」
　
で
は
各
学
年
に
お

い
て
教
科
と
教
科
外
を
含
め
て
学
習
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
学
年
で
は
国
語
「
五
・
七
・
五
で
言
葉
遊
び
」
「
に
は
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
」
、
学
級
活
動
「
お
は
し
の
つ
か
い
か
た
」
　
の

授
業
内
容
。
二
学
年
で
は
学
級
活
動
「
四
小
っ
子
文
化
ふ
れ
あ
い
デ
ー
を
楽
し
も
う
」
、
道
徳
「
か
ど
い
け
の
り
ゅ
う
」
　
（
民
話
）
、

生
活
科
「
大
豆
の
へ
ん
し
ん
」
　
の
授
業
内
容
。
三
学
年
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
お
茶
は
か
せ
に
な
ろ
う
」
、
道
徳
「
ふ
ろ
し

き
」
、
図
画
工
作
「
和
紙
を
染
め
て
、
夏
の
う
ち
わ
を
つ
く
ろ
う
」
。
四
学
年
で
は
国
語
「
俳
句
に
親
し
も
う
」
、
書
写
「
自
分
の
思

い
を
筆
で
表
そ
う
」
、
音
楽
科
「
民
謡
『
こ
き
り
こ
節
』
を
合
奏
し
よ
う
」
。
五
学
年
で
は
音
楽
「
ア
ジ
ア
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
、

国
語
「
言
葉
と
文
化
『
こ
と
わ
ざ
』
」
、
社
会
「
工
業
生
産
を
支
え
る
人
々
」
。
六
学
年
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
和
文
化
の
よ

さ
を
考
え
よ
う
」
、
社
会
科
「
大
陸
に
学
ん
だ
国
づ
く
り
～
食
文
化
か
ら
歴
史
を
見
つ
め
て
～
」
。
「
心
つ
く
り
」
　
で
は
教
科
外
の
指

導
と
し
て
　
「
生
活
指
導
」
「
道
徳
教
育
」
「
保
健
指
導
」
「
清
掃
指
導
」
　
に
お
い
て
　
「
人
の
気
持
ち
に
思
い
や
る
力
」
「
人
と
温
か
く
関

わ
る
力
」
「
自
分
も
大
切
、
人
も
大
切
の
思
い
」
を
形
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
美
し
い
あ
い
さ
つ
」
「
美
し
い
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言
葉
づ
か
い
と
行
い
」
「
美
し
い
掃
除
活
動
」
　
の
3
美
実
践
を
重
点
指
導
と
し
て
い
る
。
「
仲
間
づ
く
り
」
　
で
は
「
四
小
っ
子
文
化
ふ

れ
あ
い
デ
ー
」
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
「
ペ
ア
活
動
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
「
四
小
っ
子
文
化
ふ
れ
あ
い
デ
1
」
　
で
は
学
習
活
動
を
通
し

て
感
動
し
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
や
行
動
で
表
現
す
る
活
動
で
あ
る
。
例
え
ば
、
六
年
生
の
学
習
活
動
で
あ
る
　
「
水
墨
画
」
「
日
本

舞
踊
」
「
茶
道
」
「
和
楽
器
」
　
に
関
す
る
学
習
成
果
を
多
く
の
児
童
に
紹
介
す
る
企
画
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
　
で
は
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
協
力
を
得
て
、
「
生
け
花
」
「
大
正
琴
」
「
茶
道
」
の
稽
古
を
実
施
し
て
い
る
。
「
ペ
ア
活
動
」
　
で
は
異
な
る
学
年

の
子
供
た
ち
の
交
流
活
動
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ペ
ア
ハ
イ
ク
と
し
て
共
に
行
動
し
た
り
、
飼
育
活
動
に
お
い
て
助
け
合
っ
た
り
す
る

活
動
で
あ
る
。

島
田
第
二
中
で
は
、
研
究
主
題
を
「
『
和
の
こ
こ
ろ
』
に
ふ
れ
、
自
分
の
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
生
徒
」
と
設
定
し
て
い
る
。

和
文
化
の
技
術
・
所
作
・
身
の
こ
な
し
　
（
＝
形
）
　
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
和
の
こ
こ
ろ
に
ふ
れ
、
「
落
ち
着
い
た
心
」
と
「
豊
か
な

心
」
　
の
形
成
を
意
図
し
て
い
る
。
教
育
課
程
と
し
て
毎
朝
十
五
分
間
の
　
「
〇
時
間
目
」
と
「
和
文
化
学
習
」
　
（
木
曜
日
午
後
）
　
の
時

間
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
「
〇
時
間
目
」
で
は
、
「
礼
三
息
」
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
「
百
人
一
首
の
暗
記
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

和
文
化
学
習
で
は
「
撃
・
三
味
線
」
「
附
芸
」
「
詩
吟
・
尺
八
」
「
技
術
（
竹
の
利
用
）
」
「
和
布
」
「
筆
」
「
お
茶
」
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の

八
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
年
で
は
学
期
、
教
科
、
内
容
を
整

理
し
て
教
科
の
学
習
指
導
と
関
連
さ
せ
た
和
文
化
の
学
習
内
容
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
護
者
の
方
々
や
地
域
へ
の
発
信

と
し
て
「
音
楽
集
会
」
「
ソ
ー
ラ
ン
と
歌
の
集
い
」
　
の
よ
う
に
地
域
へ
の
教
育
発
信
の
活
動
も
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
推
進
校
を
核
に
し
て
島
田
市
の
和
文
化
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
る
特
色
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。
①
市

の
教
育
目
標
で
あ
る
「
豊
か
な
心
を
育
て
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
各
学
校
の
独
自
性
を
生
か
し
た
教
育
活
動
で
あ
る
こ
と
。

②
和
文
化
教
育
の
活
動
を
教
育
課
程
に
お
い
て
総
合
的
な
学
習
時
問
を
核
に
し
て
教
科
と
教
科
外
の
領
域
で
の
取
り
組
み
を
実
施
し
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て
い
る
こ
と
。
③
こ
れ
ま
で
各
学
校
で
実
践
さ
れ
て
き
た
教
育
活
動
（
俳
句
活
動
、
笹
間
神
楽
、
創
作
太
鼓
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
お
茶

調
べ
な
ど
）
　
と
関
連
づ
け
た
授
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
④
地
域
文
化
を
教
材
化
し
、
地
域
の
人
々
の
協
力
支
援
を
生
み
出
し
て

い
る
こ
と
。四

　
東
京
都
に
お
け
る
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
の
動
向
と
特
色

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
推
進
事
業
を
平
成
十
七
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
普
及
を
図
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
研
究
推
進
指
定
校
事
業
、
都
立
学
校
設
定
教
科
・
科
目
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
」
　
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
材

集
、
指
導
書
の
発
行
、
小
・
中
学
校
の
モ
デ
ル
地
域
事
業
、
実
践
発
表
会
の
開
催
、
各
種
指
導
資
料
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

平
成
十
八
年
十
二
月
の
教
育
基
本
法
の
改
正
、
平
成
二
〇
年
三
月
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
動
き
の
中
で
、
伝
統
と
文
化
に
関
す

る
教
育
の
内
容
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
推
進
事
業
」
を
次

の
五
事
業
に
基
づ
い
て
推
進
し
て
い
る
。
「
都
立
学
校
に
お
け
る
『
日
本
の
伝
統
・
文
化
』
開
設
校
へ
の
支
援
事
業
」
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
事
業
」
「
モ
デ
ル
地
域
事
業
」
「
教
員
研
修
事
業
」
「
普
及
・
啓
発
事
業
」
。
「
都
立
学
校
に
お
け
る
『
日
本
の
伝
統
・
文
化
』

開
設
校
へ
の
支
援
事
業
」
　
で
は
、
都
立
高
校
で
の
　
『
日
本
の
伝
統
・
文
化
』
　
の
新
規
開
設
、
外
部
講
師
の
費
用
補
助
、
外
部
講
師
の

情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
事
業
」
　
で
は
都
内
の
小
中
高
に
お
け
る
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
、
教
材
集
、
指
導
書
、
指
導
資
料
の
発
行
を
し
て
い
る
。
「
モ
デ
ル
地
域
事
業
」
　
で
は
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
学
校
単
位
で
推
進
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
的
ま
と
ま
り
の
中
で
複
数
の
小
中
学
校
が
協
力
し
て
推
進
さ
せ
る
事
業
で
あ
る
。

「
教
員
研
修
事
業
」
　
で
は
各
学
校
と
地
域
に
お
い
て
　
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
」
　
に
基
づ
く
教
育
を
推
進
す
る
指
導
者
の
養
成
に
な
っ

て
い
る
。
「
普
及
・
啓
発
事
業
」
　
で
は
、
都
内
の
全
学
校
へ
の
普
及
・
啓
発
を
行
う
た
め
に
、
指
導
資
料
、
実
践
資
料
な
ど
の
作
成
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と
配
布
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
「
実
践
発
表
会
」
　
の
開
催
を
企
画
・
運
営
す
る
。
こ
の
よ
う
に
東
京
都
で
は
、
他
の
地
域
と
は
異

な
り
、
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
」
を
推
進
す
る
た
め
に
学
校
で
の
教
育
活
動
の
支
援
だ
け
で
な
く
教
員
研
修
と
情
報
提
供

な
ど
を
含
む
体
系
的
な
事
業
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
最
近
で
は
都
内
の
全
小
中
学
校
に
お
い
て
「
日
本
の
伝
統
・

文
化
理
解
教
育
」
　
の
実
践
を
意
図
し
て
、
モ
デ
ル
地
域
事
業
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
一
年
度
で
は
、
杉
並
区
、
荒
川
区
、
板

橋
区
、
八
王
子
市
武
蔵
村
山
市
、
あ
き
る
野
市
の
地
域
に
お
い
て
先
進
的
に
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
」
　
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
武
蔵
村
山
市
で
は
市
内
の
第
二
小
学
校
、
第
八
小
学
校
、
第
十
小
学
校
、
第
五
中
学
校
の
四
校
が
、
「
全
校
で
取
り
組

む
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
態
度
を
育
て
る
授
業
づ
く
り
」
　
の
研
究
主
題
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
研
究
成
果
と

し
て
「
東
京
都
武
蔵
村
山
市
に
よ
る
共
同
の
指
導
事
例
集
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
二
年
一
月
二
九
日
に
は
第
十
小
学

校
を
会
場
と
し
て
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
研
究
会
で
の
公
開
授
業
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
授
業
事
例
に
な
っ
て
い
る
。
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第
二
小
学
校
　
三
学
年

四
学
年

六
学
年

第
八
小
学
校
　
四
学
年

四
学
年

六
学
年

第
十
小
学
校
　
四
学
年

総
合
的
な
学
習
の
時
間
　
単
元
「
武
蔵
村
山
お
茶
ク
ラ
ブ
」
　
（
地
域
の
文
化
の
よ
さ
に
気
付
く
）

道
徳
　
単
元
「
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
た
め
に
」
（
国
を
愛
す
る
心
）

国
語
　
単
元
「
三
一
文
字
に
患
い
を
込
め
て
」
（
短
歌
に
親
し
も
う
）

音
楽
　
単
元
「
音
楽
と
お
話
で
楽
し
も
う
」
（
撃
の
響
き
を
味
わ
お
う
）

総
合
的
な
学
習
の
時
間
　
単
元
「
絵
手
紙
」
（
筆
を
使
っ
て
手
紙
を
描
こ
う
）

国
語
　
単
元
「
『
古
』
　
の
思
い
を
た
ず
ね
て
」
　
（
百
人
一
首
に
親
し
も
う
）

体
育
　
単
元
「
体
づ
く
り
運
動
」
　
（
相
撲
）



五
学
年
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
　
単
元
「
我
が
国
の
伝
統
文
化
を
知
ろ
う
」
（
相
撲
に
親
し
も
う
）

六
学
年
　
体
育
　
単
元
「
体
づ
く
り
運
動
」
　
（
相
撲
）

第
五
中
学
校
　
二
学
年
　
保
健
体
育
　
単
元
「
武
道
」
　
（
柔
道
）

二
学
年
　
社
会
　
単
元
「
生
活
・
文
化
の
特
色
を
と
ら
え
よ
う
」
　
（
地
域
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
学
ぼ
う
、
村
山
大

島
紬
）

二
学
年
　
道
徳
　
単
元
「
歴
史
の
教
科
書
」
（
国
を
愛
す
る
心
）

こ
れ
ら
の
公
開
授
業
に
お
い
て
、
武
蔵
村
山
市
に
お
け
る
地
域
と
し
て
の
取
り
組
み
の
特
色
と
し
て
は
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

①
地
域
の
特
色
を
教
材
化
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
地
域
で
の
特
産
品
で
あ
る
お
茶
や
紬
な
ど
を
教
材
化
し
て
、
こ
れ
ら
の
良
さ
が
生

み
出
さ
れ
る
理
由
と
し
て
先
人
の
技
や
知
恵
に
触
れ
る
学
び
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
②
日
本
の
伝
統
文
化
を
教
材
化
し
て
い
る
こ
と
。

音
楽
の
撃
の
響
き
や
百
人
一
首
の
和
歌
な
ど
を
教
材
化
し
て
、
日
本
文
化
の
よ
さ
や
日
本
人
の
心
情
の
理
解
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

③
国
際
交
流
を
図
る
活
動
を
教
材
化
し
て
い
る
こ
と
。
絵
手
紙
は
日
本
の
文
化
と
し
て
外
国
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
意
図
さ
れ
て
い

る
。
④
国
技
や
武
道
を
教
材
化
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
相
撲
や
武
道
で
は
、
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」
と
い
う
相
手
を

思
い
や
る
心
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
の
理
解
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
公
開
授
業
で
は
理
解
し
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
小
・

中
連
携
を
図
る
教
材
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
色
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

五
　
お
わ
日
ソ
に

こ
の
よ
う
な
動
向
に
お
い
て
、
東
広
島
市
、
東
京
都
、
島
田
市
に
お
け
る
伝
統
・
文
化
教
育
と
も
関
連
す
る
和
文
化
教
育
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
モ
デ
ル
校
と
し
て
の
学
校
単
位
の
取
り
組
み
か
ら
地
域
全
体
と
し
て
の
面
の
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
る
。
そ
の
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意
味
で
は
、
今
後
の
和
文
化
教
育
に
関
連
す
る
取
り
組
み
は
地
域
単
位
で
の
研
究
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
授

業
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
選
択
教
科
な
ど
の
時
間
を
活
用
し
て
実
践
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

選
択
教
科
と
総
合
的
な
学
習
時
間
の
時
間
数
削
減
に
よ
る
和
文
化
学
習
の
時
間
数
が
減
少
す
る
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
今
後
は
、

こ
れ
ま
で
の
和
文
化
学
習
の
検
討
と
新
教
育
課
程
に
お
け
る
和
文
化
学
習
の
再
編
成
が
課
題
に
な
る
。
そ
の
際
に
、
各
教
科
に
お
け

る
授
業
内
容
と
し
て
伝
統
と
文
化
に
関
す
る
事
項
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
教
科
に
お
け
る
学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
を
育
て
る
教
育
と
し
て
精
神
主
義
や
態
度
主
義
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
伝
統
と
文
化

の
価
値
を
学
習
す
る
こ
と
を
授
業
内
容
の
基
本
に
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
東
京
都
教

育
委
員
会
が
教
員
研
修
と
普
及
・
啓
発
事
業
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
も
地
域
単
位
の
取
り
組
み
と
し
て
必
要
に
な
る
。
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